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③ UVCB物質以外の「高」になりそうな物質を順次スクリーニング評価
（デフォルト有害性クラス当て含む） 

「高」に目処がついたら「中」を順次評価 

⑩ UVCB物質以外の国内基準値未設定物質を順次リスク評価（評価Ⅰ、評価Ⅱ以降、10条1項発出含む）

④人健康影響信
頼性基準の明確化

評価に必要な情報収集を行うための制度改善 

⑬ 有害性情報の報告に関する項目の改正

新様式による 
届出 

新様式による 
届出 

周知期間 
⑫ 構造情報を収集可能にする届出様式の改正

①高分子化合物の扱いの明確
化・合理化 

②有害性クラス付け方法の検討（国内外で確立した知見の活用、
カテゴリーアプローチ・QSARの活用等）

 UVCB物質の評価 
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価
優先判定 優先指定 

評価 I 

⑩ 国内基準値が定められている物質を順次評価

評価Ⅱ 

凡例

手法検討、運用改善 

評価実施 

⑨ 評価Ⅱスケジュールの見直し（毎年度の追加により適宜） 

制度改善 

⑧ 有害性情報が入手できなかった物質についてQSAR・カテゴリーアプ
ローチの利用推進、第10条1項（有害性等の調査）の発出

⑥ 追加的な評価手法の検討（解離性物質の扱い等） ⑦ 変異原性陽性物質の扱い検討

⑤ 評価Ⅰ手法の見直し
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